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自閉症児者への療育支援に対する相談支援者の見方
―発達障害者支援センターの職員に対する質問紙調査を通して―
松 山 郁 夫
Recognition of Counselors on the Treatment for
the Person with Autism : Through the Questionnaire Survey of
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「まったく気にしていない」（ 1点）、「あまり気にしていない」（ 2点）、「どちらとも言えない」（ 3点）、














めること」）であった。全30項目中、 5項目が 3 点台（16.7％）、25項目（83.3％）が 4点台であった。
これら30項目について、Kaiser-Meyer-Olkinの標本妥当性の測度は0.90であった。また、Bartlettの
球面性検定では有意性が認められた（近似カイ 2乗値 2426.32 p＜.01）。このため、30項目については
因子分析を行うのに適していると判断した。
これら30項目に対して主因子法による因子分析を行った。固有値の変化は11.42、2.49、1.86、1.44、
1.15……というもので、第 3因子までの累積寄与率は52.55％であった。また、第 3因子と第 4因子の間
の差よりも第 4因子と第 5因子の間の差が小さくなっていた。さらに、スクリープロットの結果からも 3
因子構造が妥当であると考えられた。そこで、 3因子を仮定して主因子法・Promax回転による因子分析
を行った。その結果、十分な因子負荷量を示さなかった 3項目を除外して、再度、主因子法・Promax回
















第 2因子4.07（SD .54）、第 3因子4.56（SD .40）であった。
各因子間の平均値について対応がある場合の一元配置分散分析を行った結果、 3因子の平均値間には有
意差が認められた（表 3）。さらに、各因子の平均値に対して多重比較を行った結果、第 1因子と第 2因
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